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観・感・環、「iKeco」で発見！いけだのまねきエコ

～大阪池田市の地域通貨「iKeco」と連携したMMと、

一連のMMのパッケージ展開～

第６回 日本モビリティマネジメント会議

○ NPO法人いけだエコスタッフ 庄田 佳保里

池田市役所環境にやさしい課 岩崎 隆・谷田 成司

大阪大学大学院工学研究科 松村暢彦

㈱オリエンタルコンサルタンツ 神田 佑亮 ・土崎 伸 ・三上 千春
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ビジョン・ＭＭ実施の経緯１ 背景と
目的

◆池田市の概要

・大阪市都心部から西北へ約１５ｋｍ
・人口 約１０万人
・市域の約３割は山地で、「都市と農村が共存するまち」
・市の南部に自動車工業・関連産業が多く立地
・世界初のインスタントラーメン、日本初の分譲住宅

池田市

インスタントラーメン
発明記念館

落語みゅーじあむ

ヒューモビリティワールド 市立五月山動物園
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◆H20：池田市域における職場ＭＭ

１

◆池田市の目標・ビジョン

『今日の目標を明日の当り前へ』のもとに

自然、環境学習、循環型都市、ひとにやさしいまちづくり推進環境基本計画

ビジョン・ＭＭ実施の経緯背景と
目的

2010年までに

エネルギー使用を10%削減

省エネルギー
ビジョン

2030年の

化石エネルギー消貹を半減

新エネルギー
ビジョン

・一部の大規模事業所従業員を対象としてエコ通勤を啓発するＭＭを実施

・Ａ社従業員 約1200人
・Ｂ社従業員 約100人

・市役所従業員 約140人

対象

・1shotTFPによるエコ通勤の啓発
・職場交通プランの検討
・今後の池田市の交通のあり方の検討

実施内容
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１

◆Ｈ２１年度からの取り組み

モビリティ・マネジメントの

市民全体への浸透、
定着を図りつつ・・・

目的

もっと、

市民のふだんの活動や、
まちづくりに溶け込んだ低炭
素地域に向けたしくみづくりを

推進

実施内容

モビリティ・マネジメントの取り組みの発展背景と
目的

公用車へのカーシェアリング事業の導入可能性

調査

モビリティ・マネジメントのパッケージ実施

⇒市役所等の業務交通におけるクルマ利用の
効率化

地域通貨スキームと

モビリティ・マネジメントの連携

⇒様々な対象、モードへの拡大、浸透による日
常的な取り組みへの定着へ

⇒新エネルギー導入のためのしくみづくり

⇒地域コミュニティの形成による環境意識向上
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２ 環境地域通貨のスキーム基本
スキーム

市民

環境にやさしく地域活性化を実現！

かしこいクルマ利用
によるCO2の削減

かしこい
クルマ利用を
啓発

⇒過度のクルマ利用を控える

モビリティ・マネジメントの実施

事務局

地域通貨冊子等を通じた
かしこいクルマ利用情報

■基本的なモビリティ・マネジメントのスキーム
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２ 環境地域通貨のスキーム基本
スキーム

市民

環境地域通貨
加盟店舗
（市内の中小
店舗を中心）

充当
環境地域通貨
発行

地域通貨
(1,100円/冊)

地域通貨購入
（1,000円 /冊）

1,000円の商品を購入

環境地域通貨50円＋
現金950円を支払い

※店舗で使用可能な環境地域通貨の額は各店舗が任意に設定

太陽光発電
施設の整備

整備

環境地域通貨
のスキーム

環境にやさしく地域活性化を実現！

地元商店での
買物を啓発

地域活性化

⇒地元商店で買物

太陽光発電
整備基金
（事務局）

事務局

モビリティ・マネジメントの実施

地域通貨冊子等を通じた
かしこいクルマ利用情報

■環境地域通貨のスキーム
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２ 環境地域通貨のスキーム基本
スキーム

市民

環境地域通貨
加盟店舗
（市内の中小
店舗を中心）

充当
環境地域通貨
発行

地域通貨
(1,100円/冊)

地域通貨購入
（1,000円 /冊）

1,000円の商品を購入

環境地域通貨50円＋
現金950円を支払い

※店舗で使用可能な環境地域通貨の額は各店舗が任意に設定

太陽光発電
施設の整備

整備

環境地域通貨
のスキーム

市が運営する
リユースショップの
売り上げの一部

充当

環境にやさしく地域活性化を実現！

地元商店での
買物を啓発

基金の基本
スキーム

地域活性化

太陽光発電
整備基金
（事務局）

事務局

モビリティ・マネジメントの実施

地域通貨冊子等を通じた
かしこいクルマ利用情報

■環境地域通貨のスキーム

⇒地元商店で買物
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２ 環境地域通貨のスキーム基本
スキーム

市民

環境地域通貨
加盟店舗
（市内の中小
店舗を中心）

充当
環境地域通貨
発行

地域通貨
(1,100円/冊)

地域通貨購入
（1,000円 /冊）

1,000円の商品を購入

環境地域通貨50円＋
現金950円を支払い

※店舗で使用可能な環境地域通貨の額は各店舗が任意に設定

太陽光発電
施設の整備

整備

環境地域通貨
のスキーム

市が運営する
リユースショップの
売り上げの一部

充当

環境にやさしく地域活性化を実現！

かしこいクルマ利用
によるCO2の削減

かしこい
クルマ利用を
啓発

地元商店での
買物を啓発

基金の基本
スキーム

地域活性化

太陽光発電
整備基金
（事務局） モビリティ・マネジメントとの連携

事務局

地域通貨冊子等を通じた
かしこいクルマ利用情報

■環境地域通貨とモビリティ・マネジメントの連携

⇒地元商店で買物（クルマを利用する必要がない）

⇒過度のクルマ利用を控える



池田
2 0 0 92 0 0 9

8

２ 環境地域通貨のスキーム基本
スキーム

・新エネルギー施設導入のた

めの仕組みづくり

・商店や地域のコミュニティの

形成による活性化

・広報の連携によるかしこいク

ルマ利用の啓発効果の拡大

⇒地域通貨「iKeco（イケコ）」を

立ち上げ

⇒環境情報交流誌「えまこま」

により加盟店を紹介するとと

もに、かしこいクルマ利用に

関する情報提供を実施

⇒今後の方向性を検討

目的

取組
概要

▼iKecoのしくみ
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２ 情報提供・啓発基本
スキーム

かしこいクルマの
使い方情報

えまこま

・「おしゃれで環境にやさしいライフスタイルの提案」をコンセプトに、読み応えが
あり、次号が楽しみになる情報を提供

店舗紹介
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２ 情報提供・啓発基本
スキーム

iKeco冊子

・iKeco冊子でも、かしこいクルマの使い方情報を提供

かしこいクルマの
使い方情報
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２ 店舗のディスプレイ基本
スキーム

・加盟店舗に「のれん」と「のぼり」を渡し、ディスプレイに
（店舗の「やる気」のバロメータ？）

のぼり

のれん
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これまでの取り組み経緯

Ｈ２２.１.１５～／地域通貨の運用開始

Ｈ２２.１／「えまこま３号」の発行

Ｈ２２.１／環境情報交流誌「えまこま２号」の発行

Ｈ２３.３／「えまこま４号」の発行

Ｈ２１.１２～Ｈ２２.１／加盟店募集

・地域のイベント、池田駅周辺の小学校で配布
・43店舗の紹介

・市域46,000世帯へ配布

・18店舗の紹介

・iKecoについての市民アンケートの実施

・市域46,000世帯へ配布

・49店舗の紹介

・地元の店舗を訪問し参加を働きかけ

・18店舗の加盟

▼えまこま２号

▼ｉＫｅｃｏ

▼えまこま３号

▼えまこま４号

２ 基本
スキーム
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３ これまでの展開の基本方針取り組みの
進め方

①参加店舗数の拡大を図る
・開始当初は加盟店が尐なく（１８店舗）、店舗拡大のニーズが高い
・「街への愛着」、「市街地活性化」、「市民参加」、

「環境にやさしい交通」の観点から、中小規模店舗を中心に募集

②ライフスタイルやモビリティと連携した啓発の実施
・「地域通貨」を活用したモデルルートとモデル商品の紹介
（市民の視点＋来訪者の視点）

・店舗までのアクセス方法に、エコな交通手段をＰＲ

③えまこまの配布先の拡大
・当初から全戸配布を実施
・市民から、池田で過ごす方々へ拡大、エコ通勤実施事業所との連携

④環境地域通貨の使用先として交通手段との連携
・レンタサイクル（電動アシスト付き自転車）との連携

・公共交通手段等への適用可能性の検討

池田で活動する方々のライフスタイルへの浸透を目指す
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H22.1

H22.11

H23.3

環境地域通貨「ｉＫｅｃｏ」運用開始

１８店舗

４３店舗

４９店舗

加盟店舗数 啓発・ＰＲ

えまこま（2号）
（全世帯へ配布）

えまこま（3号）
・地域のイベントで配布

・池田駅周辺の小学校で
配布

・環境意識の高い事業所
・店舗数増加を訴求

えまこま（4号）
・全世帯＋転入者＋希望
事業所

・ライフスタイルに浸透す
る訴求

・えまこまを中心とした周知により、当初の18店舗から54店舗まで順調に増加
・口コミ効果もあり、店舗からの自主的な加盟が多数

H23.7 ５４店舗 えまこま４号を見て、鍼灸
院が「加盟店になりたい」と

TEL⇒50店舗目

①加盟店舗の拡大３ 取り組みの
進め方
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▼店舗の種類

池田

石橋

商店の多い
エリア

池田・サカエマチ商店街

石橋駅前

・池田駅周辺の中小店舗を中心に54店舗で構成（H23.7時点）
・業種は飲食業を中心とするが、多様なラインナップ

18

4

4

3

3

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0 5 10 15 20

飲食店・居酒屋

服飾雑貨

住宅関係

ﾌﾞﾃｨｯｸ

鍼灸院・ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝ

理美容

文房具・生活雑貨

自動車・ﾊﾞｲｸ販売

税理士等事務所

無農薬野菜直売所

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

公衆浴場

不動産

ﾊﾟｿｺﾝ修理店

印刷・情報加工

司会・ｺﾝﾊﾟﾆｵﾝ

看板製作業

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ

　

①加盟店舗の拡大３ 取り組みの
進め方
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・えまこまのコンセプト＝「おしゃれで環境にやさしいライフスタイルの提案」
・読み応えがあり、次号が楽しみになる情報を提供

②ライフスタイルやモビリティと連携した啓発３ 取り組みの
進め方

エコクッキング
レシピ（４号）
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・えまこまのコンセプト＝「おしゃれで環境にやさしいライフスタイルの提案」
・読み応えがあり、次号が楽しみになる情報を提供

iKecoを使った買物
・食べ歩きコース（４号）

３ 取り組みの
進め方

②ライフスタイルやモビリティと連携した啓発
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環境にやさしい取り組みを実施
する事業所の紹介（４号）

サイクリングコースの
紹介（２号・４号）

BDFで走行する
バスの紹介（３号）

・えまこまのコンセプト＝「おしゃれで環境にやさしいライフスタイルの提案」
・読み応えがあり、次号が楽しみになる情報を提供

３ 取り組みの
進め方

②ライフスタイルやモビリティと連携した啓発
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■事業所と連携した周知活動

●社内の食堂や売店にえまこまを設置。（製造業）

●設置に伴い、社内の電子システムで「食堂にえまこ
まを置いています。」等の情報を配信。（製造業）

●女性への周知が効果的であると考えられるため、池
田市の女子寮で配布。 （製造業）

●営業所や案内所にえまこまを設置。また、バスの車
内での設置を検討。（バス事業者）

事業所におけるiKecoの周知

・市民への全戸配布だけでなく、池田で過ごす方へiKecoの利用を拡大するため、
市内の事業所と連携した周知、配布を実施
・これまでのエコ通勤実施事業所とも連携し、継続的な取り組みとして実施

③えまこま配布先の拡大３ 取り組みの
進め方
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【エコミュージアム】

・当日返却：
１００円または１００iKeco
・一泊二日：
３００円または３００iKeco

貸出

支払

（iKeco可）

連携
（チラシ配布等）

案内 観光周遊

【利用者】

【観光施設等】

▼ｲﾝｽﾀﾝﾄﾗｰﾒﾝ発明記念館

（年間５０万人が来場）

▼自転車のルール・マナーに
関するパンフレット

レンタサイクル
貸出し時に
配布

④交通手段との連携

・平成22年11月よりiKecoが使えるレンタサイクル（電動アシスト）を開始
・その後、池田駅の民間レンタサイクルでもiKecoが利用可能に

３ 取り組みの
進め方
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４ 取り組み効果の視点

①スキームの成
立性

・市民の利用意向
・iKecoの流通／利用状況
・店舗の参加状況

②地域活性化の
効果

・地元店舗への集客効果
・店舗で発生した変化

③モビリティ・ライ
フスタイルへの
浸透

・iKeco利用時の交通手段の変化
・レンタサイクルの利用状況
・その他

取り組み
効果

▼取り組み効果の整理項目
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思わな
い 4人

3%

どちら
でもな

い 17人
12%

思う
46人
34%

とても
思う 66

人
48%

全く
思わな
い 4人

 3%

N=137

■市民の利用意向

・開始当初のアンケートでは、約８割が利用してみたいと回答
・飲食店、リユースショップなど生活に密着した店舗の人気が高い

①スキームの成立性

▼ｉＫｅｃｏを利用してみたいと思うか？

約８割が利用し
てみたいと回答

※iKecoについての市民アンケート調査
（H22.1）結果より集計

利用してみたいと思いますか？

思わない
14人
6%

全くそう思わない
5人
2%

どちらでもない
72人
28%

そう思う
97人
38%

とてもそう思う
66人
26%

とてもそう思う

そう思う

どちらでもない

思わない

全くそう思わない

４ 取り組み
効果

19人

16人

15人

15人

9人

8人

4人

4人

3人

3人

3人

3人

2人

2人

1人

飲食店（焼き鳥）

飲食店（ラーメンA）

リユースショップ

豆腐店

文房具店

飲食店（ラーメンB）

飲食店（居酒屋A）

飲食店（魚料理A）

ブティックA

飲食店（お好み焼き）

美容室A

パソコン周知店

内装工事業

ブティックB

飲食店（魚料理B） （N=107）

▼ｉＫｅｃｏの利用意向

ラーメン店

エコミュージアム

※iKecoについての市民アンケート調査
（H22.1）結果より集計
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\35,760

\13,400

\12,220

\7,800

\5,520

\3,300

\1,400

\1,220

\90

リユースショップ

飲食店（ラーメン）

飲食店（お好み焼き）

ブティック

飲食店（居酒屋）

内装工事業（畳店）

リラクゼーション
サロン

飲食店（魚料理）

文房具店

▼ｉＫｅｃｏの売上額（店舗別） ▼店舗ごとのｉＫｅｃｏ利用額

約８万円
使用

\20,000

\19,000

\14,000

\12,000

\10,000

\7,000

\4,000

\4,000

\3,000

\2,000

\2,000

\1,000

\99,000リユースショップ

飲食店（お好み焼き）

無農薬野菜店

飲食店（ラーメン）

ブティック

飲食店（中華料理）

飲食店（日本料理）

文房具店

PCサポート

内装工事業（畳店）

飲食店（居酒屋）

豆腐店

飲食店（魚料理）

約２０万円分
が流通

回遊効果
（売上＜使用）

４ 取り組み
効果

■iKecoの流通／利用状況

・実際に、運用開始10ヶ月で約20万円分が流通、約8万円が使用
・売り上げ額より多く利用される店舗も多く、回遊効果が発現

①スキームの成立性
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4人

19人

25人

29人

42人

135人

36人

43人

30人

21人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2009年度
（運用開始直後）

2010年度
（10ヶ月後）

とてもそう思う そう思う どちらでもない 思わない 全くそう思わない

N=254

・運用開始後加盟店が順調に増加してきたことで、加盟店の充実度に対する評価
が向上

※iKecoについての市民アンケート調査（H22.1／H22.11市民イベント実施時）結果より集計

「店舗が充実してい
る」と思わない人が
約２０％減尐

N=137

▼店舗は充実していると思いますか？

４ 取り組み
効果

■加盟店舗に対する満足度

①スキームの成立性
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変化なし
20人
18%

小型店⇒
小型店
19人
17%

その他
35人
32%

大型店・
チェーン

店⇒小型
店

36人
33%

■地元店への集客効果

・開始当初のアンケートで、約３割が大型店・チェーン店⇒小型店へ転換意向を示
した

②地域活性化の効果

▼買い物先の変化

N=110

※iKecoについての市民アンケート調査
（H22.1）結果より集計

約３割が大規模
店から転換

４ 取り組み
効果

●大型スーパー⇒豆腐店

●通販型家電量販店

⇒パソコンショップ

●百貨店⇒ブティック

●郊外型ショッピングモール

⇒リユースショップ

●大手飲食チェーン⇒飲食店（ラーメン）

大型店・チェーン店⇒小型店の転換例

地元店舗への
集客効果あり
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■店舗で発生した変化

・開始10ヶ月後に実施した市民アンケートでは、約7割に店舗が地域に貢献してい
るイメージが定着し、約5割ができるだけ加盟店で買物したいと回答
・特に、えまこま発行時には反響が大きい

②地域活性化の効果４ 取り組み
効果

どちらでもない
68人
27%

そう思う
94人
36%

とてもそう思う
76人
30%

全くそう思わない
4人
2%

思わない
12人
5%

とてもそう思う

そう思う

どちらでもない

思わない

全くそう思わない

思わない
14人
6%

全くそう思わない
6人
2%

とてもそう思う
57人
23%

そう思う
78人
31%

どちらでもない
98人
38%

とてもそう思う

そう思う

どちらでもない

思わない

全くそう思わない

▼加盟店は地域に貢献している

イメージを持つか

▼できるだけｉＫｅｃｏが使えるお

店で買い物しようと思うか

※iKecoについての市民アンケート調査
（H22.11市民イベント実施時）結果より集計

※iKecoについての市民アンケート調査
（H22.11市民イベント実施時）結果より集計

▼えまこま４号発行時の反響

●飲食店（クレープ屋）
・配布日翌日に、売り上げ
が通常の２倍になりまし
た！！営業が終わったと
きには抜け殻のように
なっていました・・・

●カイロプラクティック
・えまこまを見て２人新規
のお客さんがいらっしゃ
いました！次の予約も入
れてくださり、リピートして
くれそうです。
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15人

7人

58人

67人

8人

8人

4人

3人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

以前
（ふだんの状態）

環境地域通貨
利用時の行動意図

自動車 自転車・徒歩 電車・バス その他 （N=85）

■iKeco利用時の交通手段の変化
・開始当初のアンケートでは、iKeco利用時はほとんどの人がクルマ以外の交通手
段を利用し、クルマ利用が減尐
・10ヶ月後の市民アンケートでも、7割がiKeco利用時はクルマを控えたいと回答
・ｉＫｅｃｏが普及することで車の利用機会を抑制できる可能性

③モビリティ・ライフスタイルへの浸透

▼交通手段の変化（アンケート）

クルマ利用
が減尐

※iKecoについての市民アンケート調査
（H22.11）結果より集計

４ 取り組み
効果

思わない
14人
6%

全くそう思わない
6人
2%

とてもそう思う
103人
40%

そう思う
68人
27%

どちらでもない
63人
25%

とてもそう思う

そう思う

どちらでもない

思わない

全くそう思わない

▼iKecoでの買い物の際に車の利用を出来

るだけ控えたいと思うか

ほとんどがクル
マ以外を利用

※iKecoについての市民アンケート調査
（H22.1）結果より集計
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４ 取り組み
効果

●利用件数
・主婦層を中心に３ヶ月で２３件

●利用目的
・近辺の買い物、散歩の利用が多い

●レンタサイクルを借りなかった場合の移動
・「自分（普通）の自転車で行った」が最も多い

・次いで、「歩いた」、「外出をしなかった」（外出機会創出）

●利用された方の反応
・ほぼ全員が「また使ってみたい」と回答
・その他の感想

⇒家族３人で自転車で出かけることができ、助かりました。
⇒電動アシスト付自転車の購入を検討したい。

■レンタサイクルの利用状況
・レンタサイクルにより、外出機会を創出するなど、市民のライフスタイル・モビリ
ティに変化を与えている

③モビリティ・ライフスタイルへの浸透
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▼iKecoラッピングバス

・iKecoの取り組みのねらいが、地元団体（財団法人池田青年会議所、池田新エネ
推進協議会）へも浸透
・自主的な活動として、iKecoのラッピングバスを運行

■地元団体への活動の波及

４ 取り組み
効果

③モビリティ・ライフスタイルへの浸透
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まとめと今後の課題４ まとめ

①しくみの成立性
・８割が利用したいと回答し、10ヶ月で20万円分が流通
・約1年で18店舗から49店舗へ増加

②地域活性化の効
果

・３割が大型店から地元店へ転換意向
・店舗の環境貢献イメージの定着、利用増

③モビリティ・ライフ
スタイルへの浸
透

・クルマ利用の減尐意向
・レンタサイクルによる市内の外出機会の創出
・団体によるラッピングバスの運行

・順調な利用、加盟店の拡大が見られ、地域活性化やクルマ利用削減で効果
・また、事業所や交通事業者等、多様な主体との連携が見られ、MMが池田市新環境基
本計画にも位置づけ

●えまこま等を有効活用し、店舗増→認知度増→利用増と好循環を形成、さら
なる定着

●他の事業においてつながりがある事業所に対しても、えまこま等の社内での配
布を依頼し、池田市で過ごす方へ拡大

●市民が鉄道、バス、自転車を連携して利用しやすくするための、地域通貨の活
用

今後
の
方向

▼まとめ
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４ まとめ


